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ふじみ野市が進める安⼼・安全と⼼⾝の健康の実現に向け、ICTを活⽤し
た3つの住⺠参加型の実証実験を実施(2019年10⽉〜2020年3⽉)
安⼼・安全⇒体験①︓安⼼便利情報提供
体の健康 ⇒体験②︓AIコーチング
⼼の健康 ⇒体験③︓スマホ依存対策

実証実験を通して、市⺠の防犯意識の向上や運動施策への参加誘導な
どの⼀定の効果を確認するとともに、スマホ利⽤の実態を把握

2020年度以降もふじみ野市と連携して、新しいサービスや技術の実証実
験を検討

サマリ
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※スマホ依存対策は2020年6⽉まで継続
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① 情報提供を通じて防犯意識向上(71%の世帯が向上) さらに、⽣活シーンに合わせた情報提供で満⾜度向上(1.5倍)
② ふじみ野市運動施策への参加誘導成功(25%の⼈が参加) さらに、半数の⽅の運動実施契機となった
③ スマホ利⽤実態を把握。より多くの参加者のスマホ利⽤実態把握のため実験継続中(〜2020年6⽉)

各体験の主な実証結果
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体験 トライアル⽬標値 トライアル結果
①安⼼便利
情報提供

防犯意識の向上率︓70%以上 〇71％ (※1)
(体験前に治安に不安を感じていた7世帯の内、5世帯が向上)
（その他）
・コンテキスト認識成功時(※2)の情報提供の満⾜度(※3)向上率︓1.5倍

(起床後や帰宅後にタイムリーに情報提供できると満⾜度が向上)
②AI
コーチング

ふじみ野市運動施策への
参加誘導成功率︓20%以上

〇25% (※1)(12名の内、3名が参加)
施設への参加者 1名
イベントへの参加者 2名

（その他）AIコーチングが運動するきっかけになった︓50% (※1)
(12名の内、6名が参加)

③スマホ
依存対策 スマホ利⽤の現状把握

・〇ふじみ野市中⾼⽣の利⽤実態を解明
・親⼦関係とスマホ依存との関連を分析
・市⺠・記者向けに報告会を開催（１⽉）

※1 体験後アンケートでの有効回答結果から集計。
※2 コンテキスト︓参加者の⽣活⾏動（今回は、起床・外出・帰宅・就寝）
※3 情報提供満⾜度︓情報提供に対する参加者の4段階評価(スマホアプリに⼊⼒)
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防犯意識の向上率は71% (体験前に治安に不安を感じていた7世帯の内、5世帯が向上)
 全世帯では52％ (25世帯の内、13世帯が向上)

体験①安⼼便利情報提供︓防犯意識向上率
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「体験前に治安に不安を感じていた世帯」が特に向上した理由は以下の通り
・犯罪発⽣の情報提供への満⾜度が⾼かった(体験中アンケート※)⇒元々犯罪発⽣情報への関⼼が⾼かったと想定される

体験前アンケート 体験後アンケート

治安に不安を
感じていた7世帯

71%(5/7)全25世帯

※各提供情報に対する参加者の満⾜度を4段階評価でスマホアプリに⼊⼒(次ページ参照) Copyright(C) 2020 KDDI Research, Inc. All Rights Reserved.



コンテキスト認識成功時の情報提供の満⾜度向上率︓1.5倍
 起床後や帰宅後にタイミング良く情報提供できると満⾜度が向上(体験中アンケート(アプリ))

体験①安⼼便利情報提供︓情報提供の満⾜度向上率
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満⾜度の集計⽅法

※ コンテキスト︓参加者の⽣活⾏動（今回は、起床・外出・帰宅・就寝）

情報提供の満⾜度
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体験前後で世帯当たりの防犯対策実施数は増加(体験前後アンケート)
 (A)特に無料の防犯対策の増加傾向が強い
 (B)防犯対策実施数の世帯平均は3.5⇒4.3へ増加

体験①安⼼便利情報提供︓防犯対策の実施
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防犯対策の内容
1.⼾締りを徹底している
2.家族内で注意喚起している

(周囲で犯罪が発⽣した後など))
3.夜道を⼀⼈で歩かない
4.電話を留守番電話にしている

5.防犯ブザーや防犯グッズを携帯している
6.⽞関⽤補助錠、センサーライトなどの

防犯機器を設置している
7.⾃転⾞を⽌めるときは⼆重に施錠している

8.⾞は防犯カメラの設置してある駐⾞場に停めている
9.⼊⼝がオートロック式の住居を選んでいる
10.防犯カメラを設置している
11.防犯ガラスを設置している
12.警備会社と契約している

無料 低コスト ⾼コスト

防犯
対策ID

無料

低コスト

⾼コスト

(A)無料の防犯
対策が増加 (B)世帯平均

体験前︓3.5
体験後︓4.3
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 ふじみ野施設・イベントへの参加の誘導率︓25% (=3/12)
 参加に繋がった⼈数＋参加したいと思うようになったが参加できなかった⼈数︓50% (=6/12)

 運動するきっかけになった⼈数︓50%（=6/12）
 6名の内3名がAIコーチングをメインに運動するきっかけになった(5〜20分の運動時間増)

体験②AIコーチング︓運動の促し効果
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きっかけになった,

6

きっかけにならなかった, 

6

AIコーチングが
運動するきっかけになった⼈数

繋がった,

3

参加したかったが出来なかった, 

3

繋がらなかった,

6

AIコーチングが
ふじみ野施設・イベントへの参加に繋がった⼈数
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体験③スマホ依存対策︓スマホ依存対策実証実験概要

 内容
 ふじみ野市中⾼⽣のスマホ

利⽤実態を可視化
 スマホの適正利⽤をうながす

アプリの体験

 対象者︓ふじみ野市の中⾼⽣
※androidのスマホを所有の⽅

 期間︓2019.10-2020.3
 アンケート︓10⽉〜12⽉
 スマホ利⽤ログ︓11⽉〜01⽉
 体験アプリ利⽤︓02⽉〜03⽉

 モニター登録数︓36世帯
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※体験アプリ利⽤は、6⽉末まで延⻑
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体験③スマホ依存対策︓ KDDI総合研究所独⾃のアンケート
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情緒不安

コントロールできない

スマホから距離をおけない

承認欲求

スマホがないとイライラしてしまう

やめようと思ってもやめられない

他にやることがあってもスマホを先
に触ってしまう

他者から「いいね」が欲しい
インスタグラム等で写真を公開する

スマホ依存の４つのポイントをチェック

0

1

2

3

4

感情の対処 コントロールできない スマホから距離をおけない 承認欲求

スマホ依存傾向

情緒不安 コントロール
できない

スマホから
距離をおけない

承認欲求

全国
ふじみ野市

全国平均（KDDI総合研究所調査）と⽐べてスマホ依存傾向は低め
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平⽇は内閣府の調査結果（2時間44分）と同様の結果

体験③スマホ依存対策︓スマホの利⽤時間
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最⼤︓５時間２０分︕

最⼤︓７時間２３分︕

平⽇
０時間 ２時間 ４時間

平均２時間２０分

休⽇
祝⽇

０時間０時間 ２時間 ４時間

平均３時間３２分
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SNS系、ゲーム系、エンタメ系のアプリをそれぞれ約３０%使⽤している

体験③スマホ依存対策︓アプリ利⽤時間の内訳
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SNS系, 34%

ゲーム系, 28%

エンタメ系, 
29%

教育系, 7%
その他, 2%

• YouTube
• TikTok

• LINE
• Twitter
• Facebook

• パズル＆ドラゴンズ
• モンスターストライク
• Pokémon Go

• 辞書
• 雑学

Copyright(C) 2020 KDDI Research, Inc. All Rights Reserved.



体験③スマホ依存対策︓中間報告会の開催（1/25）
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11:00〜12:00
・「スマホ利⽤実態の紹介」
今、世の中でのスマホ利⽤の実態についてKDDI
総合研究所の調査・研究結果を報告します

プログラムプログラム

・「医療現場から⾒たネット・スマホ依存とは」
ネット・スマホ依存の治療現場の実態や
スマホと向き合い⽅について説明します

12:00〜12:30
・質疑応答
参加者の皆様からのお悩みやご相談にその場でお答えします

・「ふじみ野市でのスマホ利⽤について」
10⽉より実施してきました実証実験における
中⾼⽣のスマホ利⽤状況について紹介します

⼩林 七彩
東京医科⻭科⼤学 医学部附属病院 精神科 特任助教

KDDI総合研究所 教育・医療ICTグループ 教育学博⼠ 公認⼼理師
浜村 俊傑

KDDI総合研究所 教育・医療ICTグループ ⼯学博⼠
本庄 勝
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